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第5号では、学生企画特集と題して、LGS学生が主

体となって計画し、構成された記事を紹介します。

また、目玉として今年6月に採用された新履修生の

インタビュー記事を掲載します。
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新LGSプログラム生紹介
フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラムには、今年6月から8名のM1学

生が加入しました。私たち学生委員は、6月から加入したM1の4名に対して、プ

ログラムを半年間経験した感想や今後の抱負などをインタビューしました。

簡単な自己紹介をお願いします。(Please introduce yourself.)

田中 駿　工学研究科航空宇宙専攻の構造力学研究グループに所属していま

す。CFRP（炭素繊維強化プラスチック）を用いた宇宙望遠鏡の実現に向けた

研究をしています。

郭 岩松　中国出身で学部から名古屋大学にいます。所属は理学研究科素粒

子宇宙物理学専攻です。

佐藤 雄太　宇宙地球環境研究所宇宙線研究室にて、ガンマ線天文学のため

の望遠鏡の開発をしています。

童 彤　I’m from China, and now belong to Thermal Energy System 

Engineering Laboratory.

それでは、まずはじめにフロンティア宇宙プログラムに参加しようと決めた

理由について教えてください。(Why did you join this program?)

田中　大学院で学べる高い専門性だけでなく「宇宙」に関する幅広い知識を

獲得できると感じたためです。フロンティア宇宙プログラムに参加している構

造力学系が専門の学生はいなかったのですが、私はこのプログラムが研究に

も役立つのではないかと感じ、参加を決意しました。

郭　私の研究は計算機を用いたシミュレーションや解析が主なので、自分自

身の研究をしているだけではできない、ものづくりに関する知識を得られる

ことに惹かれました。さらにさまざまなバックグラウンドを持つ学生との交

流ができることも参加を決めた1つの要因になりました。チームビルディング

やグループワークを体験できる、魅力的なプログラムだと思います。

佐藤　最近の科学、特に私の研究分野である天文学の観測は10年間ほどか

けて行うのが普通です。このようないわゆるビックサイエンスを、一個人や一研

究室で行うことは不可能で、いくつもの大学や研究機関から形成される大きな

組織として行うことになります。その組織のリーダーにはプロジェクトの立案か

ら解析段階まで携わったことがある人物がなるべきだと思っています。

インタビュアー　その点では、ChubuSat実践プログラムはよい機会となるの

ではないでしょうか?

佐藤　その通りです。フロンティア宇宙プログラムのChubuSat実践プログラ

ムでは、学生のうちにプロジェクトの立案や開発までを経験できますので、こ

れはリーダーになるために必要な経験ができるチャンスだと感じています。ま

学生委員挨拶
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学生委員委員長

工学研究科 航空宇宙工学専攻 D2

市原 大輔

僕たち2015年度学生委員はフロンティ

ア宇宙開拓リーダー養成プログラム

の代表として8名のメンバー（D3:2名、

D2:3名、D1:1名、M2:1名、M1:1名）で

教職員の方との協力のもと、学生間の

交流促進を主な目的とした活動を実施

しています。これまで2015年6月より本

プログラムに加入した新プログラム生

の意見交換会や各種セミナー後のコー

ヒータイムを実施し、学生間、あるいは

教員・講師の方との間で交流を深める

と共にさまざまな話題について活発な

議論を行う場を提供しています。さらに

今回新たな試みとして、これまで教員

主体で作成されていたNews Letterを学

生委員主体で作成する機会をいただき

ました。今号のメイン企画として、学生

委員の主目的であるプログラム生の生

の声を収集し、発信するという観点の

もと、新プログラム生のうちの4名と学

生委員とのインタビューを実施しまし

た。さらに2015年度内に打ち上げが予

定されていますChubuSat-2衛星に関す

る話題や、インターンシップなど各種活

動報告を盛り込みました。

企画内容の決定から記事執筆依頼、校

正などNews Letter発行に向けて、学生

委員は毎週の定例ミーティングを重ね

てきました。学外に向けて発信される

公式文章として何がふさわしいのか、ど

うすれば日頃の活動をより分かりやす

く発信できるのか、考えるべき事柄は

多数ありましたが、その1つ1つを解決し

てきました。本News Letterを通じて僕

たちプログラム生の活躍をより一層ア

ピールできるものと確信しています。

 



た、インターンシップにより、「産」から「学」を俯瞰する機会

を得ることができるのも参加する動機となりました。

童　I wanted to continue my research, and thought 

LGS Frontier program coursework is suitable for me. I 

consulted with my supervisor for joining this program and 

he willingly agreed with my idea. 

続いて、本プログラムでやりたいこと、身につけたいこと

はなんですか？ (What do you want to try or cultivate 

through this program?)

田中　ChubuSat実践プログラムにおいて、実際にものをつ

くるためにチームやグループで計画の妥当性を検討する、設

計することがどういうものなのか体験したいです。

郭　研究に関わること以外でも様々な知識を身につけ、自分

の視野を広げていきたいと考えています。また、ChubuSat実

践プログラムを通してリーダーシップを身につけるというこ

とも非常に重要であると思っています。

佐藤　先に述べた理由にもありましたが、ChubuSat実践プ

ログラムを通じてリーダーになるために必要な能力を身につ

けたいです。

童　I want to attend many activities as much as possible 

like the joint symposium*. I was a committee member of 

this symposium. I had never done any work like preparing 

things and communicating with other program students 

to organize a symposium.  I learned various things working 

together with my fellows. I think what I could obtain 

through this program is not only basic knowledge like 

satellite designing academically but also other social things 

like organizing events and having chances to communicate 

with the people from diff erent fi eld or other universities. 

Sometimes we confl ict but we compromise each other in 

the end. These were very valuable experiences for me.

それでは、本プログラムで身につけた能力を卒業後どのよう

に活かそうと考えているか教えてください。(What is your 

plan after graduation by taking advantages of complet-

ing this program?)

田中　フロンティア宇宙プログラムで学べる幅広い知識と自

分の研究に関する深い知識を持った研究者として、研究機関

で活躍したいです。しかし今は選択を絞ることなく色々な可

能性を考えていて、最も活躍できる環境を探しています。

郭　今は研究機関から企業まで様々な候補を持っていま

す。どこを活躍の場に選ぶにしても、このプログラムで養っ

たリーダーシップを活かしたいと思っています。また、難しい

かもしれませんが起業にも興味があります。

佐藤　今は科学者を志しているのですが、エンジニアにも興

味があります。したがって企業と大学の両方を活躍の場とし

て考えています。このプログラムに所属することでインターン

シップなどにより大学における研究を企業から見る機会が

得られるので、それらの経験をもとに決めていきたいと思っ

ています。

童　My dream is to be a researcher in mechanics and do 

my research abroad.

インタビュアー　Do you think you can take advantages of 

experiences through this program for your dream?

童　Of course! I need not only research experiences 

but also leadership and skills of communication and 

management!

それでは、いままでの質問とは少し違った視点からの質問を

させてください。本プログラムに参加したことに関して、どの

ような感想を持っていますか？ (What is the impression of 

this program?)
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童 彤

佐藤 雄太

* The Joint Symposium- Nagoya University Program for Leading Graduate Schools held on 3rd November



田中　様々な分野に関する知識を獲得できるリーダー

シップ養成セミナーがあるのはいいと思います。あと、

ChubuSat実践プログラムのような実体験をこれから行える

のもいいですね。

郭　いろいろな人との交流を得られることはいいですね。

特に博士を目指す人とグループで活動する機会を得られる

のは、このプログラムに参加したからこそだと思っていま

す。

佐藤　自分自身の専門分野以外の人との交流は多面的な

見方を与えてくれるので、そのような交流の機会があるのが

いいですね。あと、先生方がものすごく親切なのはとても

助かっています。

童　Firstly, professors and assistants are very kind to 

me. Also I can get many suggestions and feedback 

from them. Another good point is that I can have 

opportunities to learn a lot of advanced knowledge 

about space development which is sometimes a bit of 

out my specialty, although these are stimulating me 

and expanding my knowledge. Besides, I have attended 

many activities such as student-organized gatherings.  

These experiences also give me a good chance to know 

other graduate school program students and to make 

better mutual cooperation for our future ChubuSat 

project. Also, through these communication, we can 

open our mind and have new perspectives knowing the 

ways of thinking and manners in different countries and 

it is truly interesting and important to share such time 

doing things together.

最後に、希望するインターンシップ先とそこで学びたい

こと、体験したいことは何ですか？ (Which company or 

research institution to go to internship and what do you 

want to learn?)

田中　国内インターンシップであれば、JAXAのような機関

に行きたいです。そこで、自分が研究で培った知識がどれだ
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け役に立つのか、実世界でどのように役立っているのかを

学びたいと思っています。

郭　海外インターンシップでは、以前リーダー養成セミナー

で講師としていらした方の企業を候補として考えています。

その方とは、セミナーでお会いしてからコンタクトを取り続け

ています。国内でも、小型衛星の開発や製造などを行ってい

る企業を考えています。いまのところは本当に様々な可能性

を考えている段階です。

インタビュアー　なるほど。ある程度具体的な候補も考えて

いるようですが、そこで、学びたいことやってみたいことにつ

いてはいかがですか?

郭　私はできることならインターンシップに個人ではなくグ

ループで参加するのも良いのではないかと思います。そこ

でいかにチームとして働くのか、チームとしてどのようにプ

ロジェクトに貢献できるのかを学んでみたいです。

佐藤　国内では、大規模な衛星プロジェクトに携わる企業

に行ってみたいです。このインターンシップでは、それまでに

私が学んだことを産業界の中ではどのように活かすことが

できるのか、どのような役割を持てるかを学んでいきたいと

思っています。また、リーダーには幅広い知識だけでなく高

度な専門性が必要不可欠だと考えているので、自らの専門

性を高めるために、私の研究が主に進められているマックス

プランク研究所への海外インターンシップを考えています。

童　I want to go to research institutes or other university 

laboratories, in particular, to the ones related to fl uid 

mechanics.

今回は学科も国籍も性別も異なる4名の新プログラム生に

対してインタビューを実施しました。みなさんしっかりとした

意思と目的を持って本プログラムに参加されていることが伝

わってきます。インターンシップへの参加はもちろんですが、

セミナーを通じて出会った講師の方とのつながりを活かして

今後の活躍の場や自身の可能性を広げようとする姿勢が印

象的でした。

田中 駿

郭 岩松
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ChubuSat実践プログラム開発実践フェーズ報告

ChubuSat-2衛星は、X線衛星ASTRO-Hの相乗り小型副衛星の一つ

として宇宙航空研究開発機構（JAXA）より採択され、昨年度から

本格的な開発がスタートしました。名古屋大学ではリーディング大

学院フロンティア宇宙（LGS）からの学生提案に基づいた、新規開

発の放射線検出器*を搭載し、同じ時期、同じ周回軌道に打ち上

げることで地球由来などの放射線環境をモニタし、ASTRO-Hによ

る天体観測のサポートをするとともに、太陽フレアに伴って地球ま

で届く中性子の観測を行う計画です。この太陽中性子観測を通じ

て、太陽表面で加速される陽子やイオンの加速機構に迫ること、ま

た、最新のシリコン半導体センサや無機結晶シンチレータを搭載

し、宇宙技術実証を行うことを目的としています。重量6kg、大きさ15cm x 17cm x 18cm程度、消費電力12Wとい

う制約の中で316にも及ぶ信号系統をもつ、非常に高性能で緻密なセンサを短期間で作りあげました。すでに衛星

組み立て作業は終了し、主衛星から分離する際の衝撃試験、打ち上げロケット（H-IIA）の振動に対する耐久試験を

完了し、現在宇宙空間の温度や真空環境を模擬した動作試験（熱真空試験）をJAXA宇宙科学研究所で行っていま

す。ChubuSat-2衛星は来年1月中旬にJAXAに引き渡され、3号機（ChubuSat-3）とともに2月12日にJAXA種子島宇

宙センターから打ち上げられることになっています。

新規開発の放射線検出器に対して、様々な研究の背景をもつLGS学生がChubuSat実践プログラムの教員と一緒に

テーマを考え、そのテーマに基づいて開発実践フェーズの中で検討や実証実験を行ってきました。2015年度はD1の

学生5-6名で構成されるプロジェクトDとEが開発実践フェーズに臨みました。プロジェクトDは、半導体センサを可

能な限り冷却したいというミッション要求から実現できる可能性を見出し、結果を衛星の熱設計に反映しました。

また、放射線検出器のコンセプトを提案したプロジェクトEは、時々刻々と変化する温度に対して検出器側でどの

ように対処するべきか、また、複雑な検出器の較正手法の確立を目指しました。こうした衛星開発に特有の検討や

実験は、LGS学生にとって得難い経験になったと思います。ChubuSat-2衛星打ち上げ後は、衛星の運用やダウンリ

ンクされたデータを用いた機上較正などが開発実践フェーズの新たなテーマとなります。今後も座学では得られな

い、人工衛星を用いた実践の場を提供していきます。

ChubuSat-2実施責任者

理学研究科 特任准教授 山岡 和貴

太陽電池パネルを展開した組み立て中のChubuSat-2衛星放射線検出器の衛星搭載モデル

ChubuSat-2衛星の現状と2015年度開発実践フェーズ

* 放射線の中でも特に中性子とガンマ線に感度をもつ

ChubuSat-2衛星の軌道上想像図



ChubuSat実践プログラム開発実践フェーズ報告
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Chubusat-2に搭載される放射線検出器には、読

み出し回路や電源などの発熱源が合計で約12W 

分含まれています。一方で、放射線検出器のノイ

ズ低減のためには機器動作時の検出器温度を 

5°C未満に抑える必要があります。この要求温度

を満たすためにはどのような放熱プロセスが必要

であるかを探る研究を行いました。

まず、衛星内部に置かれた検出器類の熱環境を

再現するため、350mm四方のアルミ製の箱内部

にミッション機器の実物大模型を設置した試験

体を作成しました。宇宙空間の熱環境を模した

熱真空試験装置内に上記の試験体を置き、最大

12Wの発熱を与えた際の温度上昇を計測しまし

た。この結果、ミッション機器を単に衛星内部に

据え付けただけでは最高温度が55°Cに達し、要

求を全く満たせないことを明らかにしました。続

いて、この熱真空試験の結果をもとにパラメータ

を調整したミッション機器の数値計算モデルを

作成し、熱解析ソフトウェア ”Thermal Desktop” 

を用いたシミュレーションを行いました。解析の

結果、510cm2を超える放熱板(衛星で一般的に使

用される銀-テフロン製を仮定)を衛星外部に張り

出すことで動作時の温度を5°C未満に抑えられる

ことを見出しました。

プロジェクトEはChubuSat-2の放射線検出器に

使用される光検出器MPPC（浜松ホトニクス社製

Multi-Pixel Photon Counter）の熱特性のスタディ

を行いました。MPPCは半導体内部の高電圧によ

る信号の増幅を行っているため、増倍率が素子の

温度に依存します。増倍率の温度依存性を調べ

ることで、実機の温度データを用いて信号の強度

を較正するのに役立ちます。実験では、光源用発

光ダイオード（LED）の発光、MPPCの信号読み出

し、得られたデータの解析方法等を議論し、自分

たちで開発しました。得られた結果は実機のデー

タ解析で大いに活用できると期待しています。

さらに、放射線検出器のエンジニアリングモデル

(EM)の性能評価とフライトモデル（FM）を用いた

データ解析を行いました。先生方からアドバイス

を受けながら、出力データの解析ツールを作成

し、各信号系統の出力の正常性を確認しました。

密封放射線源を用いた試験では、放射線の信号

を観測できました。FMを用いた解析にも挑戦し、

地上に飛来する宇宙線の飛跡検出にも成功して

います。

熱真空試験槽に入れられた試験モデル 半導体センサMPPCの温度特性試験風景

プロジェクトD

理学研究科 素粒子宇宙物理学専攻 D1 佐治 重孝

プロジェクトE

理学研究科 素粒子宇宙物理学専攻 D1 河原 宏晃



インターンシップ

私の専門は無線通信で、特に信号処理に携わっています。具体的には、従来の受信機に新たに非線形な処理を加えることで、従来の

受信機では復調できないような微弱な信号を復元することを検討しています。今回のインターンシップでは、この提案技術を実際の

アプリケーションとして有効活用すべく、企業の方と共に検討を進めていきました。研修内容は主として二つに分けられ、（１）GPS復

調プログラムの作成と実データの取得、復調処理。（２）提案技術のスペクトル拡散への適用。です。（１）ではGPSの基本的な復調

技術について実データを扱いながら学習し、提案技術をどのように活かすべきか検討を進めていきました。（２）では、（１）で得ら

れた知見を活かし、提案技術を実際にどのように適用するか検討を進めていきました。

会社での実務経験を通して、提案技術の有効性を明確化でき、またそのアプリケーション例を示すことができました。これまでに

提案技術を通信分野で適用した例はごくわずかであるため、大きな成果であると考えています。しかし同時に、課題点もいくつか

残されているので今後それらの課題を解決すべく尽力していきたいと考えています。また実習を通して、通信技術特にスペクトル

拡散に関して深い理解を得ることができ、同時に自らの研究遂行能力を磨くことができました。今後もさらなる自己研鑽に励んで

いきたいと考えています。インターンシップは学生生活と社会人生活のギャップを埋める良い機会だと思います。座学では学ぶこ

とができないことを実際に見て、感じて、体験することができ、とても刺激的で有意義な経験を得ることができます。得られた知見

は、今後の将来設計を考える上で良い材料になり、自己研鑽にも活かすことができると思います。機会があれば、皆さんも是非体

験してみることをおすすめしたいと思います。

私は、コロラド大学ボルダー校 Laboratory for Atmospheric and Space Physics（LASP）

に2015年4月20日から8月22日までの4か月間滞在し、海外研究機関におけるインターン

シップを実施しました。本インターンシップでは、2014年11月から科学観測を始めた最新

鋭の火星探査機「Mars Atmosphere and Volatile EvolutioN mission（MAVEN）」のプラ

ズマ観測データを用いた太陽風-火星上層大気の境界層についての統計解析を行いまし

た。LASPは、このMAVENミッションの運営校であり、MAVENのミッションリーダーやサイ

エンスリーダー、MAVEN搭載機器の責任者、関連する研究者が多く所属しています。その

ため、毎週2回のMAVENチームミーティングがあり、最新の観測結果からの科学的発見

についての議論を行っていました。また、少人数グループでのミーティングでは、先週自分

は何をしたかについて軽くスピーチしなければならず、毎週緊張感を持って研究を行えま

した。このように同じグループ内において情報を共有し、自分では気づかなかった視点か

らのアドバイスがもらえたことは自分の研究にとって、とても良いことでした。帰国後は、

我々の研究室のグループでも行っていきたいと思いました。また、LASPがあるボルダーは

1600mの高地にあり、周りをロッキーマウンテンから連なる山々に囲まれています。家か

らLASPに行く途中には、小川が流れ、リス、ウサギ、シカ、様々な野鳥がいました。この海

外インターンシップにおいて、火星の最先端の研究を大自然あふれる環境で、またたくさ

んの同分野の研究者と行えたことは非常に良い経験になりました。

国

内

企

業

海
外
研
究
機
関

LASP入口にて、受け入れ教員の
David A. Brain博士と筆者(右)

工学研究科  電子情報システム専攻  D2  田中 裕也

インターンシップ先 : 大手電気メーカー研究所・通信部門

期間 : 2015年5月11日~8月7日（3ヶ月在籍）

宇宙地球環境研究所 統合解析研究部  D2  松永 和成

滞在先 : コロラド大学ボルダー校 Laboratory for Atmospheric and Space Physics (LASP)

期間 : 2015年4月20日~8月22日（約4か月）
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私がこの交流会に参加した目的は、博士人材を必要とする企業や業界を知り、博士卒の就活の現状を把握するためです。午前中は学生

による研究発表がポスター形式で行われ、午後は企業説明会が行われました。研究発表は、文系が多い企業の人事の方向けに行うた

め、いかに分かりやすく伝えるかに思慮しました。研究内容より自身のスキルや興味対象を問われることが多く、研究を伝える場という

より自分を売り込む場である印象を受けました。企業説明会では、まず全体に向けてスライドを用いた企業紹介が2分ずつ行われ、そ

の後に希望する企業の個別ブースへ30分×4箇所回ることができます。全体説明会は業界研究に役立ち、個別説明会では雇用方法や

給与形態等かなり突っ込んだ質問もできました。回りきれなかった企業へは、最後に設けられた懇親会の時にもお話を伺え、お茶を飲

みながら気軽に就職以外の研究の話もできました。交流会を終えて、民間企業で働く自分を具体的にイメージできるようになり、興味

のある職種や分野を整理するきっかけを掴めました。企業の採用担当の方 と々実際にお話できたことで、それぞれの企業が抱く博士人

材への期待も知ることができました。また、法人系研究所のポスドク求人に関する詳しい情報が得られたことは嬉しい誤算でした。

ChubuSat実践プログラムの説明

08

2015年9月4日に開催されたテクノ・フェア名大2015では、多数の研究室がブースを

設け、来場者と活発な意見交換が行われました。ChubuSat実践プログラムは入口

近くの絶好の場所で展示を行っており、非常に多くの方々にお話を聞いていただけ

ました。私は各ブース見学の傍ら、来場者に本リーディング大学院の意義やChubu-

Sat実践プログラムの具体的な内容などを、私自身の体験を交えて説明しました。

来場者の多くは、衛星が手作業で作られていることが意外であったようで、Chubu-

Satを通じて宇宙産業について多少なりとも知っていただけたのではないかと思いま

す。また、搭載ミッションについても関心が高く、学生グループが協力してミッション

提案や実証試験を行うことに驚かれた方が多数おられました。一方で、このようなプ

ログラムで培われたプロジェクトマネジメント能力をもつ学生を採用したいという方

も現れ、今後の進展が期待されます。

ブース前にて（左:著者）

テクノ・フェア名大2015
 工学研究科  航空宇宙工学専攻  D1  丹波 高裕

第5回 企業と博士人材の交流会
宇宙地球環境研究所 太陽圏環境部門 D2 鈴木 麻未

航空宇宙フェア’15
理学研究科  素粒子宇宙物理学専攻  M2  花岡 美咲

2015
10/24-25

2015/9/4

2015/9/19

2015年10月24、25日の2日間、名古屋市中区の電気文化会館にて、航空宇宙フェア2015が行われ、

フロンティア宇宙におけるChubuSat実践プログラムについての展示を行いました。このイベント

は、日本航空宇宙学会中部支部の主催で隔年行われ、航空宇宙関連の展示や、航空宇宙業界で著

名な方々による講演会が開かれています。今年も、宇宙の好きな青少年や一般の方々を中心に、多

くの方にご来場いただきました。私たちはChubuSat-1の模型の展示と、パンフレット、クリアファ

イルの配布を行いました。ブースに来てくれる方は宇宙が大好きな方ばかりで、実寸大の模型を見

ては興味津々に説明を聞いてくれました。学生が実際に衛星を企画、設計、開発を行っているとい

うことを知って、感心していただけたり、私たちと同じように衛星について学びたいと真剣に考えて

くれる学生さんもいました。このように目を輝かせながら聞いてくださる方々に出会う度に、自分

が貴重な体験の中で学ぶことが出来ていることを改めて実感しました。運営側なのに、元気をも

らって帰ってきた気がします。航空宇宙業界の益々の発展のために頑張っていきたいです。

活動報告
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名古屋大学リーディング大学院プログラム合同シンポジウム
工学研究科 エネルギー理工学専攻 M1 童 彤 (Tong TONG)

I participated in this symposium as a committee member. We organized this 

symposium in order to introduce the leading project. Theme of this symposium 

is that how advanced technologies will aff ect society in the future. The reason 

why we set this theme was to show technological development and academic 

research are driven by needs from our daily life, but they work as double-edged 

sword to our life.

In the keynote speech, Dr. Ujihara mentioned that it is very important to distribute 

innovations to young researchers for their future creations. He encouraged that 

we should bring new ideas into practice rather put ideas on papers.  Then he 

showed us a good example of one student’s idea turning a new creation.

I made a presentation with my team members. The theme was about the advanced prosthetic device, the advanced technology 

on this devise makes some eff ects to the society. Advanced technology sometimes has both sides of advantage and disadvantage 

博士課程教育リーディングプログラムフォーラム2015
 宇宙地球環境研究所 電磁気圏研究部 M1 徐 何秋岑（Heqiucen XU）

2015
10/24-25

2015/11/3

The Program for Leading Graduate Schools Forum 2015 was held at 

Event Hall and Conference Center, Bellsalle Shinjuku Grand on 24th 

and 25th October.  Five students from our program participated in this 

forum.  The speaker from the University of Tokyo introduced about the 

basic background of the LGS program and this Leading Forum at the 

opening session. Currently, 62 programs from various universities (H27) 

have been involved in the Leading Graduate School, which are aimed 

to promote collaboration among industry, academia and government. 

For me personally, the Student Forum held on Saturday afternoon was 

the most impressive part in this entire Leading Forum 2015. It was a very 

valuable experience for us to know diff erent concepts and circumstances 

in other universities and research fi elds. Many students attended this 

forum were from social science research fi eld, for example, the research 

of women rights and quality of life. The Student Forum “Educational Program and Outcomes” was held from Saturday afternoon 

to Sunday morning. It was a student-led participatory event in the Leading Forum 2015. In the three rounds of student report 

and discussion, all LGS students were divided into groups by diff erent 5 themes and discussed about diff erent topics including 

self-introduction, presentation of experience about corresponding LGS program based upon the prepared PDF fi le. Finally, 

every group created a handmade poster, on which comments and ideas from the discussion were written. And the selected 

representative students made presentations on the next day. During this trip, I also made new friends from our Nagoya University 

and some other universities. We shared a lot of interesting ideas and thoughts about this educational program and the future 

of our research studies. And I feel more clearly about the meaning of our Frontier Space LGS program as well as the meaning 

of my current research topics. I have attended this LGS program in Nagoya University for more than half a year, and got a lot of 

useful and precious experiences. By joining many interesting activities, I strongly felt that communication between students in 

diff erent study fi elds is very important, as well as a fl uent English communication ability.

リーディングフォーラム会議の様子
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編集後記

LGSでは実践プログラムや対外発表を通じて、日ごろの成果を広くアピールする機会が数多くあります。

News Letterもその1つです。感じたこと、学んだこと、

さらにこれから始まるLGSプログラムに期待することを

自分の言葉で表現してもらいました。執筆いただいた

皆様と編集作業に御協力いただいた先生方にこの場を

　　　　　  借りて感謝申し上げます。(学生委員一同)

2015年度若手リトリート
工学研究科 電子情報システム専攻 M2 杉浦 啓嗣

2015年11月14日と15日の二日間にかけて、愛知県知多郡美浜町において若手

リトリートを実施し、43名のLGS学生が参加しました。私は、校長として今回の

若手リトリートの取り仕切りをしました。今回の若手リトリートは、スローガン

に「Share Moments, Bridge the Gap」を掲げ、学年や研究分野（理学・工

学・環境学）を超えて普段関わることのできない人たちと同じ時間を共有し

交流を深め、お互いの研究を知ることで今後の研究活動の視野を広げてもら

えるように企画しました。各研究分野の人たちにフラッシュトーク、ポスター

発表をしてもらった後、グループワークをしてもらいました。フラッシュトー

クでは、2分という短い時間で自分の研究の宣伝をしてもらいました。非常にレベルの高い発表が多く、今後の発表の参考になりまし

た。グループワークでは自分たちの研究が将来どのように活用でき、どのような研究と複合できるかを、「火星」をキーワードとして異

なる研究分野・学年で構成された数名のグループで議論してもらい、プロジェクトを企画・発表してもらいました。二日間という非常

に短い時間でプロジェクトを考えるのは難しかったですが活発な議論がされ、最終発表ではどのグループからも非常に面白い企画が

提案され、委員として企画した甲斐がありました。また、若手リトリートの企画・立案だけでなく、会場・移動手段・開催時期などの運

営すべてを校長の私を含め委員10名で行いました。私はこのようなイベントの責任者をするのは初めてで、わからないことや手間取る

こともありましたが、委員全員と協力して無事に終えることができました。今回の経験をしっかりと今後に活かしていきたいと思うと

共に、貴重な機会を与えてくださったことに感謝します。参加者・教員・リトリート委員の皆さま、本当にありがとうございました。

皆様と編集作業に御協力いただいた先生方にこの場を

　　　　　  借りて感謝申し上げます。(学生委員一同)

2015
11/14-15

by its rapid development. Our society needs to adjust laws, morals and others to catch up the evolving technologies. For example, 

in the future, people could live longer with using this advanced technology on prosthetic device which is possible to replace 

people’s own normal body part by an improved artifi cial body part. It will increase longevity of work career and improve life 

quality. However, this technology also will make some troubles. Since people can live longer, the death rate will be decreased.  It 

is obvious to cause growth of population. Besides, it might happen diffi  culty and inequality for these people to be coexistent in 

society. It will cause a big gap between people with the normal body part and the improved body part. At the Olympic games, 

for instance, it will result unfair for two kinds of people to compete together. Therefore, we need to prepare legislation and share 

the general policy including morals in society.

I think that this symposium showed students how important it is to put their ideas into practice and to consider ideas from multi 

angle views. These experience will help them solve future problems.


